
レイアウト 連結・固定による主な転倒防止
策
（必要：○、不用：×、条件次
第：△）

特記事項（固定方法など）

配置のタイプ 上下
連結

横連
結

背面
連結

壁固
定

床固
定

天つ
なぎ

ロータイプ収納庫
（単独）

壁前
（単独）

（例）１F多目的室：２か所
- △ × ○ × × （ベースを除く）高さが1100㎜以下の収納棚（ラック除く）が対

象。
・両端部と１箇所の壁固定を行うこと。
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）とする
・上記２点により床固定不要。

ラテラル収納庫 壁前
（複数）

（例）１F放送室

倉庫１f（１F校務センター内）

- △ - ○ × - ・横連結は、収納庫の内部上部２か所、下部２か所とす
る。
・４連結収納庫（ラテラル収納庫、３枚引き違い戸ほ
か）は、２か所の壁固定を基本とする。
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパー
ティションのスタッド部（柱材）とする。
・上記３点により床固定不要。

◎整備担当への要確認事項



レイアウト 連結・固定による主な転倒防止策
（必要：○、不用：×、条件次第：△） 特記事項（固定方法など）

配置のタイプ 上下
連結

横連
結

背面
連結

壁固
定

床固
定

天つ
なぎ

ハイタイプ収納庫
（上下連結）

壁前
（複数）

（例）１F校務センター
△ ○ - ○ × × ・上下連結は、収納庫内部の全部２か所・後部２か所とする。

・横連結は、収納庫の内部上部２か所・下部２か所とする。
・連結パターンの両端部の壁固定は必須とする。
・両端部のほか、２連あたり１箇所の壁固定を行うこと。
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）とする。
・上記５点を満たす場合に限り床固定不要とする。

スクールロッカー 壁前 （例）１F更衣室１ｂ
- ○ - ○ × × ・上下連結は、収納庫内部の全部２か所・後部２か所とする。

・横連結は、収納庫の内部上部２か所・下部２か所とする。
・連結パターンの両端部の壁固定は必須とする。
・両端部のほか、２連あたり１箇所の壁固定を行うこと。
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）とする。
・上記５点を満たす場合に限り床固定不要とする。



レイアウト 連結・固定による主な転倒防止策
（必要：○、不用：×、条件次第：△）

特記事項（固定方法など）

配置のタイプ 上下
連結

横連
結

背面
連結

壁固
定

床固
定

天つ
なぎ

パーソナルロッカー 壁前
（複数）

（例）１F校務センター
- ○ - ○ × × （ベースを除く）高さが11000㎜以下の収納棚（ラック除く）が

対象。
・上下連結は、収納庫内部の全部２か所・後部２か所とする。
・横連結は、収納庫の内部上部２か所・下部２か所とする。
・連結パターンの両端部の壁固定は必須とする。
・両端部のほか、２連あたり１箇所の壁固定を行うこと。
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）とする。
・上記５点を満たす場合に限り床固定不要とする。

更衣ロッカー 壁前 （例）更衣室１ｃ

（例）更衣室１ｄ

- ○ - ○ × - ・横連結は、天部の前部後部２か所を外側から平プレート金具で
固定する
・連結パターンの両端部の壁固定は必須とする
・
・両端部と２連に１箇所毎の壁固定を行うこと
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）とする
・上記４点を満たす場合に限り床固定不要とする

中軽量ラック 壁前 （例）倉庫２a
- △ - ○ × - ・連結されたラックの両端部の壁固定は必須

・両端部と２連に１箇所毎の壁固定を行うこと
・壁固定の相手は、LGSスタッド部またはスチールパーティショ
ンのスタッド部（柱材）
・上記３点により床固定不要とする。

【3人用及び４人用】

壁がコンクリートのため壁固

横つなぎで十分と判断する
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